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トキソプラズマ・オーシストに関する研究

１．低温および乾燥に対する抵抗性について

山浦常

東京女子医科大学寄生虫学教室

(昭和50年12月２５日受領）

浦ら，1975a）と東京大学医科学研究所から分与され

た，Fukaya株であった．

１．オーシスト：オーシストの採取方法は，山浦ら

（1975b）の報告に準じて行なわれた．

ＮＯ１株とFukaya株を投与４日目のネコ（体重380～

4509）から得た糞便に，それぞれ適当量の水道水を

加えて，カユ状とした後で二重の金網（５０および100

メッシュ）で濾過した．濾液は2,000rpm５分間で３回

遠沈洗浄をくり返し，沈澄に少量の水道水を加えて攪

枠，さらに１０倍量の２％重クローム酸カリ溶液を加え

た．

このようにして作成した両株のオーシスト浮源液は，

直径９ｃｍ，高さ２ｃｍのシャーレに液の深さが４～5ｍｍ

になるように入れて25Ｃで培養した．実験には培養直前

－０時間（Ａ)，１５時間目（Ｂ）および24時間目（Ｃ）の

スポロゾイトが未形成のオーシスト（以下胞子未形成オ

ーシストと記す）と,72時間培養し,ほとんどのオーシス

トがSporogonyを完了したもの（以下胞子形成オーシ

ストと記す）を使用した．Ｔａｂｌｅｌに示した，オーシス

ト発育の各時期は，山浦ら（1975b）の報告に準じた．

２．実験方法

１）低温に対する抵抗`性：実験は，ＮＯ１株とＦｕ‐

kaya株の胞子未形成オーシストおよび胞子形成オーシ

ストについて実施した．

温度条件は，４±２Ｃ，－５±３Ｃ，-20±２Ｃおよ

び-80±２Ｃで，対照のそれは25Ｃとした．前述した

オーシストをそれぞれ直径４５ｃｍ，高さ1.5ｃｍのシャー

レに液の深さが４～５ｍｍになるように入れて，所定

期間，各温度で処理した．フクをしたシャーレの周囲を

ピニールテープで封じて水分の蒸発を防いだ．

各条件によって処理されたオーシストの生死判定は，

胞子未形成オーシストについては，２５Ｃで３日間培養

による，胞子形成の有無によっておこない，また胞子形

緒言

TojmPmsl"αｇｏ"〃（以下Ｔｐと略す）が，ネコの

コクシジウムの－種と同定されて以来(KiihnundWe

iland，１９６９；HutchisoncZaJ.，１９７０；ＦｒｅｎｋｅｌｃＺａＪ.，

1970)，その生物学的性状，疫学，病原性等々に関する

報告は，枚挙にいと主がない．

ネコの糞便中に排泄される，ＴＰオーシストの抵抗性

は非常に強く，屋外に46～76日間放置したり，ペプシン

などの消化酵素を１時間作用させても，感染力は失な

われない(YilmazandHopkins，１９７２；ＤｕｂｅｙｅｒａＪ.，

1970)．

またこのように強い抵抗性を有するオーシストは，汚

染地域や養豚場付近の土壌からも検出され（ＲｕｉｚｅＺ

ａＬ１９７３；伊藤ら，1974)，我国では，196前後のネコが

オーシストを自然排泄していることも報告されている

(WernerandWalton，１９７２；ＩｔｏｅＺａＪ.，１９７４；山浦

ら，1975a)．

これらのことから，自然界に広く存在すると考えられ

るオーシストが，ＴＰ症の重要な感染源として注目され

てきた．しかしながら，今日までにＴＰオーシストの

低温および乾燥に対する抵抗性に関する報告は，数少

ない．一般に，コクシジウム類のオーシストが，凍結

および乾燥に対して抵抗性の弱いことは知られており

(SchneidercZaZ.，1972)，Ｔｐオーシストについても

これらと同様なことが考えられる．

これらの見地から，著者はＴＰオーシストの低温お

よび乾燥に対する抵抗性について実験を行なったので報

告する．

実験材料および方法

オーシストの採取に使用したＴｐは，当教室におい

て，ネコからオーシストとして分離されたＮＯ１株（山

（３４）



8１

TablelDevelopmentofTbjmPms"zaoocystsfollowingincubationi、２％

potassiumdichromateat25C

％Oocystsatstageof････.．Incubation

time

（hr）
Ｓtrain

Sporont Sporoblast Sporocyst Sporozoite

ＮＯ１

Ｆｕｋａｙａ

ＮＯ１

Ｆｕｋａｙａ

ＮＯ１

Ｆｕｋａｙａ
ＮＯ１

Ｆｕｋａｙａ

ＮＯ１

Ｆｕｋａｙａ

ＮＯ１

Ｆｕｋａｙａ

０
０
０
０
４
７
８
１
１
４
０
３

０
０
０
０
５
５
１
２
１
１
１
１

１
１
１
１

０
２
５
４
０
２

１
１
２
３
７

く
り
へ
び
『
Ｌ
Ｐ
Ｏ
〔
ひ
可
上
ワ
】
〈
０

Ｊ
１
４
４
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｏ
、
０
４
４

１
４
－
ｑ
〉
’
４
Ｆ
Ｄ
（
ろ

ｎ
ｏ
ワ
〕
４
４

２
１
３
３
８
７

成オーシストでは，水道水を加えて，2,000rpm５分間の各飽和塩類溶液を入れて作成した．これらの相対湿度

５回遠沈洗浄後，その沈澄に再び水道水を加えて,ＮＯ１を，エース鋭感湿度計で測定したところ,それぞれ9896,

株は8,000個/0.1ｍ１，Fukaya株では12,000個/0.1ｍ’８２％，5896,43％，２１％を示した．

になるよう調整し，各々３匹のマウスに経口投与し，感オーシストの生死は，各試験管に１ｍｌの水道水を加

染性の有無によって行なった．Ｔｐ感染の有無は，４週えて，１日放置した浮源液の0.2ｍlをそれぞれ３匹のマ

問以内に死亡したマウスは，腸間膜リンパ節，肺につい ウスに経口投与して，感染性の有無によって判定した．

てＴｐ原虫の有無を調べた．４週間生存したマウスは，
実験結果

その血清についてｄｙｅｔｅｓｔ（小林ら，1967）を行ない

Ｔｐ抗体の有無を調べ，脳内シストの検索も実施した．Ｌ低温に対する抵抗性

２）乾燥に対する抵抗性：実験は，ＮＯ１および１）胞子未形成オーシスト：実験結果は，Table2

Fukaya両株の胞子形成オーシストについて実施した．および３に示した．

１ｍｌ中500個のオーシストを含む様調整した浮瀞液０．１４Ｃにおいて30日処理した場合，ＮＯ１株のＡ（培養

ｍｌを,長さ10ｃｍ,径２ｃｍの試験管に分注した.これを， 直前－０時間)のものでは21％，Ｂ(15時間培養)では2296

1,500rpm３分間で遠沈し，上清を１ｃｍ×0.5ｃｍの濾そしてＣ(24時間培養)のオーシストでは34％の胞子形成

紙で吸収除去して各湿度条件下に放置した．湿度条件率を示し，Fukaya株のそれでは,それぞれ18％,１９％ダ

は２５Ｃの温度でデシケーター中に水および硫酸ナト２８％とやや低値を示した．６０日間処理した場合，Ａ，Ｂ

リウム(Na2SO4)，膠化ナトリウム(ＮａBr・２Ｈ２0)，炭酸Ｃのオーシストは，ＮＯ１株ではそれぞれ８％，９９６，

カリウム(Ｋ２ＣＯ3.2Ｈ20)，酢酸カリウム(ＣＨ３ＣＯＯＫ)，１８％が，そしてFukaya株では，３％，７％，１２％が

Table2Effectsofalowtemperature（4C）onoocystsporulation

RateofsporulationofimmaturePre-incubationtime
oocystｓｅｘｐｏｓｅｄｔｏ４Ｃｆｏｒｄａｙｓｏｆ・・・・at25Cbefore

exposure（hr）／１７１４３０６０９０１２０
Strain

Ａ（0）

Ｂ（15）

Ｃ（24）

％
％
％

０
１
２

８
８
８

％
％
％

９
７
４

５
５
６

％
％
％

２
９
７

４
３
４

％
％
％

１
２
４

２
２
３

８％

９％

１８％

％
％
％

０
０
４

％
％
％

０
０
０

ＮＯ１

Ａ（0）

Ｂ（15）

Ｃ（24）

％
％
％

９
０
３

６
７
７

％
％
％

１
１
９

５
５
５

3596

34％

43％

％
％
％

８
９
８

１
１
２

３％

７９６

１２％

％
％
％

０
０
０

％
％
％

０
０
０Fukaya

Ｓａｍｐｌｅｓｗｅｒｅｃｕｌｔｕｒｅｄａｔ２５Ｃｆｏｒ３ｄａysafterexposure．

（３５）
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Table3Effectsoflowertemperatures（－５Ｃ，-20Ｃ，-80C）onoocystsporulation

Rateofsporulationofimmatureoocysts
exposedtolowertemperaturesｆｏｒｄａｙｓｏｆ・…Pre-incubationtime

at25CbeforeStrain －８０Ｃ－５Ｃ －２０Ｃ

exposure（hr）／１７１４３０１７１４１７

Ａ（0）

Ｂ（15）

Ｃ（24）

０９６

０％

０９６

ノ
０
ノ
０
ノ
Ｏ

ｏ
ノ
ｑ
ノ
Ｏ
ノ

ハ
叩
〉
ｎ
ｍ
〉
〈
、
叩
〉

46％

48％

55％

８％

４％

１９％

０９６

０％

5％

％
％
％

０
０
０

％
％
％

０
０
３
１

％
％
％

０
０
０

％
％
％

０
０
０ＮＯ１

Ａ（0）

Ｂ（15）

Ｃ（24）

％
％
％

０
０
０

4196

4096

46％

４９６

３％

1１９６
％
％
％

０
０
０

％
％
％

０
０
０

％
％
％

０
０
８

％
％
％

０
０
０

％
％
％

０
０
０

％
％
％

０
０
０Ｆｕｋａｙａ

Sampleswereculturedat25Cfor3daysafterexposure．

処理後の培養で胞子形成可能であった．９０日間処理した

場合，ＮＯ１株のＡおよびＢ，Fukaya株では全てのオ

ーシストが胞子形成を阻止され，ＮＯ１株のＣだけが４

％の胞子形成率を示した．１２０日の処理では，全てのオ

ーシストが死滅した．

－５Ｃ’７日処理の場合，ＮＯ１株のＡ，ＢＣのオ

ーシストは，それぞれ８％、４％，１９％そしてFukaya

株では，４％，３％，１１％の胞子形成率を示したが，１４

日の処理では，ＮＯ１株のＡ，ＢとFukaya株の全て

のオーシストは，胞子形成能力を失なった．しかし，

ＮＯ１株のＣでは５％のオーシストが胞子形成可能で，

それは30日の処理で死滅した．

-20Ｃでは，ＮＯ１株とFukaya株のＡおよびＢは，

１日の処理で胞子形成を阻止され，両株のＣのみが，各

々1396,8％の胞子形成率を示した．７日の処理では，

全てのオーシストが死滅した．-80Ｃでは，両株の全て

のオーシストが１日以上の処理で死滅した．

両株の対照のオーシストは，Ｔａｂｌｅｌに示した如く，

25Ｃにおける72時間の培養で，それぞれ，８３％，７３％の

胞子形成率を示した．

２）胞子形成オーシスト：実験結果は，Ｔａｂｌｅ４に示

した．

ＮＯ１株およびFukaya株とも－５Ｃで４０日処理し

た場合,全例の投与マウスが,それぞれ12～18日，１３～１５

日後に死亡して，Ｔｐ原虫が証明された．120日の処理で

は，オーシストを投与したマウスは全例４週間生存した

が，剖検の結果，脳からＴＰのシストが検出された．

-20Ｃの場合，両株とも１４日の処理では，これらの

投与によりマウスは10～16日後に死亡し，Ｔｐ原虫が証

明された．４０日の処理では，全例のマウスが生存し，３

Table4EHectsoflowertemperaturesontheinfectivityofsporulatedoocyststomice

Daysofsurvivalofmiceinoculatedwithsporulatedoocysts
thathadbeenexposedtolowertemperaturesfor……..Tempera￣

Strainture
2０ l20daysｌ

／
1４ 3０ 4０ 6０

９８．８．９８．８．１０８．９．１０

１０１０．１０．１４＋、＋・＋＋、＋、＋

＋＋、－．－－－－－－－

９７．８．８６．７．９８．８．８

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

５
０
０
５

２
８
２

’
一
’

●
●
●
●

８
８
＋
７

●
●
●
●

８
９
＋
８

１２．１４．１８１６．１８．＋＋、＋、＋

＋、＋，－－－－Ｎ.，．

Ｎ､，．Ｎ､，．Ｎ,Ｄ、

９．１０．１０９．１０．１２１０．１１．１２

ＮＯ１

８．９．９Ｎ､，．１０．１１．１３１３．１５．１５

１０．１２．１６Ｎ､，．＋、＋、＋＋，－．－

Ｎ.，．Ｎ､Ｄ、

８．９．９９．１０．１１１０．１１．１１１０．１１．１２

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

５
０
０
５

（
△
８
２

｜
’
’

１８．＋・＋＋、＋、＋

Ｎ､，．

Ｎ､，．Ｎ,Ｄ、

1１．１２．１２１０．１１．１３

Ｎ､，．

Ｎ､，．

＋、＋、＋

８．９．１０

Ｆｕｋａｙａ

＋：InfectedmicesurvivedandTb工oPms"zawasdetected．
－：InfectedmicesurvivedandTDroPJａｓ"zawasnotdetected．
Ｎ､，．：Ｎｏｔdone．

（３６）
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Tabｌｅ５ＥＨｅｃｔｓｏｆｄｒｙｎｅｓｓｏｎｔｈｅｉｎｆｅｃｔｉvityofsporulatedoocyststomice

DetectionofTbjmPmsmafrommiceinoculatedwithsporulatedoocysｔｓ
ｔｈａｔｈａｄｂｅｅｎｔｒｅａｔｅｄｕｎｄｅｒｄｉＨｅｒｅｎｔｈｕｍｉｄｉｔｙｆｏｒｄａｙｓｏｆ…・・・・.

Relative

humidity
（％）

Ｓtrain

３ ７ 1４ 3０ 6０

ＮＯ１

Ｆｕｋａｙａ

ＮＯ１

Ｆｕｋａｙａ

ＮＯ１

Ｆｕｋａｙａ

ＮＯ１

Fukaya

NO1

Fukaya

●
●
●
●
●
●
●

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

＋
＋
＋
＋
＋
＋

●
●
●
●
●
●

＋
＋
＋
＋
＋
＋

＋，＋、

＋、＋、

＋、＋、

＋、＋，

＋、＋、

＋、＋、

＋
＋
＋
＋
＋
＋

●
■
■
■
●

＋
＋
＋
＋
＋

＋、＋

＋，＋

＋・＋

＋、＋、＋

＋，＋・＋

＋，＋、＋

＋、＋・＋

〔
ひ
ワ
］
〈
５
ｎ
ｏ
勺
上

ｑ
〉
〔
５
Ｆ
Ｄ
４
－
ワ
】

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

●
●
●
●

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

＋：TbjrqPms"zαwasdetectedfrominoculatedmice．

－：TojmPms"zawasnotdetectedfrominoculatedmice．
Ｎ､，．：Ｎｏｔdone．

屋外，特に日陰に放置したオーシストの抵抗’性は強いこ

とも報告されている（YilmazandHopins，1972)．

オーシストが胞子形成を完了するためには，２８～11Ｃ

の温度と適度の水分が必要なことはすでに明らかである

が，さらに検討の結果８Ｃ以下の温度では胞子形成は進

行しないが，そのまま長期間放置した後でも，適温にも

どすと胞子形成が認められるという事実をつきとめた

(山浦，未発表)．従って温度と水分の関係をさらに明ら

かにするために，ＴＰオーシストの低温および乾燥に対

する抵抗性について検討した．

コクシジウム類のオーシストの低温条件に対する抵抗

性については，今日までに多数の報告が認められ，それ

はSchneidereZaJ.（1972）の総説によって紹介されて

いる．それによると．Ｅ〃eγiare"cZmのオーシストは，

-12～-20Ｃでは96時間で死滅し，４Ｃでは，４週間の

処理でも胞子形成が可能である．

湿度条件については，Ｅ・ｚｅ,zeZmは38～39.5C,５０～

６０％の湿度では21日で死滅し，Ｅ､之"eγ"ｉでは13～30Ｃ，

２５％の湿度で，２～１２日でオーシストの胞子形成率が低

下する．

また，西川ら(1973)も，ネコのＩＳＯ⑫ｏｒαγiuoZZaの

オーシストは-20C'１日以上の感作で胞子形成が阻止

されたと報告している．

これらの報告の如く，死滅した胞子未形成オーシスト

は適温で培養しても，胞子形成を行なわないため，従来

オーシストの生死判定はこれを利用して行なわれてい

る，著者は，胞子未形成オーシストについてはこれに準

じ，胞子形成オーシストではマウスに投与し，感染性の

有無によって判定した．両オーシストの生死判定の基準

例からＴｐ原虫が検出された．

６０日処理の場合，全例のマウスが生存，Ｄｙｅｔｅｓｔ陰

性で，Ｔｐ原虫も検出されなかった．-80Ｃの場合，

７日および14日の処理でも，投与マウスは全例生存した

が，Ｔｐ原虫が検出され，２０日の処理で，Dyetest，

Ｔｐとも陰性となった．なお25Ｃでは，全期間を通じて

全例の投与マウスがＮＯ１株では７～１２日，Fukaya

株では８～13日後に死亡してＴｐ原虫が証明された．

２．乾燥に対する抵抗性：結果は，Ｔａｂｌｅ５に示し

た．相対温度98％では，両株とも60日の曝露で，オーシ

スト投与マウス全例からＴｐ原虫が証明された．８２％

で,両株とも14日の曝露でそれぞれ全例,３例中１例の投

与マウスからＴｐ原虫が検出され，３０日では両株の各オ

ーシストは，感染性を失なった．５８％では，両株とも７

日の曝露でＴｐが検出された．しかし，１４日の曝露で

は，ＮＯ１株を投与したマウス３例中１例からＴｐ原虫

が検出され，３０日ではオーシストの感染性は消失した．

４３％では，３日の曝露でＮＯ１株投与マウスの３例

中１例のみがＴｐ陽性であった．しかし，ＮＯ１株の

オーシストも７日の曝露では感染性を失なった．２１％で

は，両株のオーシストとも，はやくも３日の曝露で感染

性を失なった．

考察

一般に，人のＴｐ抗体保有率は，高温多湿地域に高

く，寒冷乾燥地域に低いことは知られている．また，

Ｔｐオーシストの胞子形成温度については，多くの研究

者によって報告され（WeilandundKiihn，１９７０；

FrenkeleraJ.，１９７０；WitteundPiekarski,1970)，

（３７）
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は厳密には同一ではないが，前述のことを考えると，生

死判定はほぼ確実である．その結果，培養直前－０時

間目の胞子未形成オーシストは，これらの報告および

FrenkelandDubey(1973）のＴｐオーシストについて

の報告と同様に，凍結に対して抵抗性の弱いことが認め

られた．しかし，４Ｃでは，６０日の処理でも胞子形成

が可能でＥ・zLe"e"αのそれより長期間にわたる処理で

も強い抵抗性を示した．

胞子形成オーシストの低温に対する抵抗性は，-20Ｃ

で40日，-80Ｃでは14日の処理でも感染性を保持してお

り，－５Ｃではさらに１２０日の長期にわたる処理でも感

染性を保持していた．HutchisonetaJ．（1968)は，ＴＰ

の胞子形成オーシストは-10Ｃで１週間，Frenkeland

Dubeyらは，－６Ｃおよび-21Ｃでは２８日の処理でも

感染性を保持していたと報告している．

著者の実験結果とこれらの報告を比較すると，Fren‐

ｋｅｌａｎｄＤｕｂｅｙらの報告と同様に，胞子形成オーシス

トは，胞子未形成オーシストに比べて強い抵抗性が認め

られたが，その感染性はさらに長期におよぶことも確認

された．しかし，同じ胞子未形成オーシストでも，２４時

間培養して胞子形成オーシストに近づいたオーシストＣ

では，培養０時間目のＡおよび15時間目のＢのオーシス

トより強い抵抗`性が認められた．この原因として，オー

シストの培養が１５時間以内ではSporocyst期のオーシ

ストが出現せず，２４時間目で出現するため（Tableｌ），

これが強い抵抗性を示すものと,思われた．ＮＯ１株と

Fukaya株の比較では，ＮＯ１株に若干強い抵抗`性が認
められた．

乾燥に対する胞子形成オーシストの抵抗性は，Dubey

eraZ．（1970)，大島ら（1975）によって報告されてい

る．Dubeyらによれば相対湿度37.1％では３日で感染

'性を失なうが，58.3％および80.5％では７日でも感染性

を保持することが報告されている．今回の結果では，２１

％では３日で感染性を失なうが，４３％では３日，５８％お

よび82％では１４日の曝露でも感染性を保持しており，

Dubeyらの報告に比べて，若干強い抵抗性が認められ
た．

このように，Ｔｐオーシストも他のコクシジウムのオ

ーシストと同様に乾燥に弱いことが確認された．

以上の結果から，Ｔｐオーシストは乾燥に弱く，又胞

子未形成オーシストは，凍結に対しては弱いが，４Ｃの

如き低温では強い抵抗`性を示すことが判明した．胞子形

成オーシストは，日本の冬期のような低温条件でも，そ

の感染性はさらに長期におよぶことも確認され，ＴＰ症

の感染源として，重要と思われた．

結論

ＬＴｐ症の疫学的見地から，オーシストの低温およ

び乾燥に対する抵抗性について実験した．実験には，

ＮＯ１株とFukaya株のオーシストを使用した．

２．胞子未形成オーシストの低温(4Ｃ,－５Ｃ,-20Ｃ，

-80C）に対する抵抗性は，培養直前－０時間（Ａ）と１５

時間（Ｂ）培養したオーシスト間では差は認められない

が，これらに比べ培養24時間目（Ｃ）のオーシストは抵

抗性が認められた．

特に，４Ｃで90日間処理した場合，ＡおよびＢのオー

シストでは両方とも，胞子形成が阻止されたのに反し

て，ＮＯ１株のＣのオーシストは，４％の胞子形成率を

示した．又，－５Ｃにおける14日の処理でも，Ａおよび

Ｂでは両株とも胞子形成が不可能であったが，ＮＯ１株

のＣでは，処理後の培養で５％のオーシストが胞子形成

可能であった．

３．胞子形成オーシストは，-80Ｃで20日，-20Ｃで

は60日の処理でマウスに対する感染性を失なったのに反

し，－５Ｃでは１２０日の処理でも感染性を保持してお

り，全体として胞子未形成オーシストに比べて強い抵抗

性が認められた．

４．乾燥に対する抵抗性は，相対湿度98％～５８％で

は，６０日～14日の曝露でもマウスに対する感染性を保持

したが，それ以下の湿度，すなわち43％，２１％では，各

々７日，３日の曝露で感染性を失なった．

稿を終えるに当り，御指導御校閲を賜わりました本学

寄生虫学教室白坂龍礦教授，種々御援助をいただいた松

本克彦助教授，和田芳武講師および教室員各位に感謝致

します．

（本論文の要旨は，第３５回日本寄生虫学会東日本大会

に於て発表した)．
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Abstract

STUDIES ON TOXOPLASMA OOCYSTS

I. EFFECTS OF LOW TEMPERATURE AND DRYNESS ON THE

VIABILITY OF THE OOCYSTS

Hisashi YAMAURA

(Department of Parasitology, Tokyo Women's Medical College,

Tokyo, Japan, 162)

Effects of low temperature and dryness on the viability of Toxoplasma oocysts were

studied. The oocysts used were the "NO 1" and " Fukaya " strains.

Unsporulated oocysts excreted in the infected cat feces were incubated in 2 % potassium,

dichromate at 25 C for Ohr(A), 15hrs(B), 24hrs(C) and 72hrs (D) to obtain various develop

mental stages (Table 1).

Oocysts of A, B and C groups were unsporulated and those of D group were sporulated.

After the exposure to each of the experimental conditions, the unsporulated oocysts of

A~C groups were cultured at 25 C for 3 days for check of possibility of further growth, and

the sporulated oocysts of D group were fed to mice for the evaluation of infectivity. Results

obtained were as follows :

1) The unsporulated oocysts of group A of the " NO 1" strain lost their developmental

ability after exposure to either 4C for 90 days, —5C for 14 days, or — 20 C for 1 day. The

resistance to those condition of group B was almost the same as that of group A. However,

a little higher resistance was shown with the oocysts of group C against such low tempera

tures. The resistance of unsporulated oocysts of the " Fukaya " strain was found to be slightly

lower than that of the " NO 1 " strain (Tables 2 and 3).

2) The resistance of the sporulated oocysts to low temperatures were proved to be much

higher than that of unsporulated oocysts.

The infectivity was lost by exposure to — 20 C for 60 days or — 80 C for 20 days, but

not by exposure to —5C even for 120 days. There were recognized no appreciable differences

in the resistance between the two strains (Table 4).

3) Low humidities were proved to be harmful to Toxoplasma oocysts. Under a relative

humidity of 82%, the sporulated oocysts lost their infectivity to mice within 30 days. The

oocysts exposed to much lower humidities deprived of the infectivity more rapidly. The

oocysts kept under 21 % humidity completely lost their infectivity to mice after 3 days

(Table 5).

No significant differences were observed in the resistance between the two strains.

(40)




